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　聖書全体を貫く基本的なテーマのひとつが人間の解放一旧約では出エジプトの事

実として記憶されるイスラエル民族の奴隷状態からの解放，新約では神学的な意味に

おける人間存在の罪からの解放一であることを考えるとき，アメリカ黒人が奴隷と

してアメリカ新大陸に運び込まれて押しつけられることになったキリスト教が，奴隷

主の宗教，抑圧者の宗教であったことは，アメリカ黒人にとっても，アメリカのキリ

スト教にとっても不幸なことであった，と言わなければならない。

　もっとも，聖書の中心的な舞台であるパレスチナとアフリカ大陸は陸続きであるか

ら，イスラエル民族とアフリカの諸部族との接触は古くから行なわれていたはずで，

聖書の中にエジプトもしくはエチオピヤヘの言及を探し求めることは容易である。そ

の中で，アメリカの黒人奴隷制を聖書の立揚から正当化するためにしばしば引き合い

に出された，いわゆるrハムの呪い」（“Ham’s　cursc”）一父ノアの裸体を見て呪わ

れ・他の兄弟たちの奴隷となることを運命づけられたハムを黒人種の先祖であった，

とする俗説（1）一は論外として，まず，エジプトに売りとばされたヨセフが，激しい

飢饅に際してカナン〔パレスチナ〕の地から父ヤコブと兄弟たちを呼び寄せたという，

よく知られるヨセフ物語が（2）思い出される。

　このイスラエル民族のエジプト移住は，紀元前18世紀末または17世紀初頭のこと

とされるが（3），rここに，ヨセフのことを知らない新しい王が，エジプトに起った。

彼はその民に言った，『見よ，イスラエルびとなるこの民は，われわれにとって，あ

まりにも多く，また強すぎる。さあ，われわれは，抜かりなく彼らを取り扱おう。彼

らが多くなり，戦いの起るとき，敵に味方して，われわれと戦い，ついにこの国から

逃げ去ることのないようにしよう』。そこでエジプトびとは彼らの上に監督をおき，
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重い労役をもって彼らを苦しめた。」（出エジプト記1＝8～11）こうしてエジプトで

奴隷とされたイスラエル人たちが，モーセに導かれてエジプトを脱出し，主なる神の

約束したr乳と蜜の流れる地」，カナンの地に攻め入った，いわゆる出エジプトの体

験がイスラエル民族の信仰の基礎となったことは言うまでもない。

　さらに時代が下ってイスラエルの王朝時代に入ると，ダビデ王の’自、子ソロモンがエ

ジプトの王女を妻に迎えているが（4），そのことはイスラエルの統一王国が通商その他

の面で，エジプトと幅広い交流を行なっていたことを裏書きする。その後，王国が分

裂し，紀元前721年にイスラエル王国が滅んだのち，残ったユダ王国はアッシリァと

エジプトの二大国の間でゆれ動き，エジプトに助けを求めようとして，預言者イザヤ

によって痛烈に批判されている。イザヤは主なる神の言葉として言う一r彼らはそ

の頼みとしたエチオピャのゆえに，その誇としたエジプトのゆえに恐れ，かっ恥じる。

その日には，この海べに住む民は言う，『見よ，われわれが頼みとした国，すなわちわ

れわれがのがれて行って助けを求め，アッスリヤ王から救い出されようとした国はす

でにこのとおりである。われわれはどうしてのがれることができようか』と。」（イザ

ヤ書20＝5～6）また，イザヤは，この批判に先立って「エチオピヤの川々のかなたな

る」国について言及し（5），さらにrエジプトについての託宣」を下し，イスラエルが

rエジプトとアッスリヤと共に三っ相並び，全地のうちで祝福をうけるものとなる」

日の訪れることを預言している（6）。

　以上に列挙したものは，旧約聖書におけるエジプトもしくはエチオピヤヘの言及の

数例であるが，エチオピャをもってアフリカの黒人種を代表させるとすれば，黒人種

に対する救済の最高の約束の言葉として記憶されるものは，詩篇第68篇31節一

「エチオピヤには急いでその手を神に伸ぺさせてください」一である。つまり，ア

フリ，カの黒人種は旧約聖書において，主なる神の救いにあずかるべき者として明示的

に言及されていたことになり，その預言はなによりも，主イエス・キリストの福音が

アフリカ大陸に伝えられることによって成就されるはずであった。

　そ二で新約聖書に目を転ずると，ユダヤのベッレヘムに生まれた幼な子イエスが，

へ・デ王の追求の手を逃がれるために，ヨセフとマリャに連れられてエジプトに下っ

たことを知らされる（7）。イエスは，へ・デ王が死んで危険がなくなったのち，エジプ

トから帰ってくるのであるが，福音書記者のマタイは，イスラエル民族の出エジプト

の出来事と重ね合わせて，これを預言者ホセアの言葉一rわたしはわが子をエジプ

トから呼び出した」（ホセア書11：1）一が成就したものである，とする。

　つぎに，主イエスが十字架を背負ってゴルゴタの丘にむかう途中，たまたまそこを



　　　　　　　　　　　　　宗教抗争のはざまで　　　　　　　　　　　　　5

通りかかったシモンというクレネ人が無理矢理に主イエスの十字架を背負ねされる。

このシモンが実は，黒人であった，という伝承がある（8）。その伝承は，シモンの出身

地クレネが北アフリカのキレナイカ地方の首都であった関係から生まれた推測による

のかも知れない。しかし，．このシモンがアンテオケ教会の主だった人々のひとり，シ

メオン（使徒行伝13：1）と同一人物であったとすると（9），シメオンは「ニゲル」

（「顔色が黒い」の意）というラテン語名を持っていたことから，黒人であった可能性

を全く否定し去ることはできない。ともあれ，あくまで伝承でしかないとは言え，黒

人種の一人が主イエスの受難の苦しみにあずかった，という光栄を与えられてきたこ

とは記憶されてよい。

　最後に，使徒行伝第8章26～40節には，ピリポがエチオピヤ人の宣官に聖句を説

き明かして主イエスのことを伝え，バプテスマを授けたという記事が見える。このピ

リポは，使徒たちの福音宣教の結果，弟子の数がふえて，十二使徒の助手をつとめる

人たちが必要になったとき，信仰と聖霊とに満ちた人々として選ばれた七人のうちの

一人で，サマリヤの町で宣教に従事していたが，主の使に命じられてエルサレムから

ガザヘ下った。すると，エチオピヤ人の女王カンダケの高宮で，女王の財宝全部を管

理していた宙官のエチオピヤ人が礼拝のためエルサレムに上り，，その帰途にっいてい

たところに出くわした。このエチオピヤ人は馬車に乗っていて，預言者イザヤの書を

読んでいた。ピリポは聖霊に促されて馬車に駆け寄り，請われるままに馬車に乗り込

み，エチオピヤ人の読んでいたイザヤ書の一節を説き明かし，主イエスのことを宣べ

伝えた。やがて水のある所に来るとエチオピヤ人はピリポに，バプテスマを授けてく

れるようにと所望し，信仰を告白してピリポからバプテスマを受け，喜ぴながら帰国

の旅を続けた，というのである。　　　　　　　　　　　　一　　　　，

　このエチオピャ人の宣官が今日のアビシニア〔エチオピヤ〕教会の創立者となった

とする伝承（10）は，非学問的に過ぎるにせよ，紀元4世紀にッ・の聖フルメンティゥ

スとエデシウスによってエチオピヤに伝えられたキリスト教がアビシニァ〔エチォピ

ヤ〕教会の母胎となったことは，まず問違いのないところであり（11），また，教会史

家エゥセビウスの伝えるところによれば，マルコによる福音書の記者マルコが初めて

エジプトに渡って宣教活動を行ない，アレクサンドリアにいくつもの教会を設立して，

今日のコプト教会の基礎を築いたとされる（12）。

　ともあれ，北アフリカに伝えられたキリスト教は蒲実に発展し，周知のように，ラ

テン系アフリカ人の三大教父テルトゥリアヌス，キプリアヌス，アウグスティヌスを

輩出するまでになるが，辛うじてその命運を保ったアビシニァ〔エチオピヤ〕教会は
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別として，北アフリカに成立したキリスト教会は，結局，土着化した教会ではなく，

また，当時のキリスト教世界ではキリストの本性をめぐる神学論争の結果，分裂が始

まっていたこともあって，イスラム教徒の進出の前には，ひとたまりもなかった。エ

ジプトのコプト教会について言えば，紀元616年に一時的にペルシァの支配下に入っ

たのち，642年にはアラブ人に征服され，コプト派のキリスト教徒がその信仰の自由

を回復するのは，エジプトがイギリスに占領される19世紀末のことである。こうし

て，アフリカのイスラム化が進み，遂にはイスラム圏はアフリカの西海岸にまで達す

るのであるが，そのような過程のなかで，アフリカ黒人をイスラム教と結びつけて考

える，という社会通念が，ヨーロッパのキリスト教世界に生まれていたとしても驚く

には当たらない。

2

　言うまでもなく，アメリカの黒人奴隷制の成立はアメリカ新大陸発見以後のことで

あるが，アフリカ黒人の奴隷化はそれ以前からすでにポルトガル人たちの手によって

始められていた。イギリスのジャーナリストでアフリカ間題の権威と言ってよいバジ

ル・デヴィッドソン（Basil　Davidson）（1915一　）は，黒人奴隷貿易の実態を実証

的に描き出したその著『ブラック・マザー』〔のちに『アフリカ奴隷貿易』と改題〕

（BJα盈1L40∫hθ7［Thθ・4∫擁oαηSJα％Tγα4θ］）（1961）の中で，スララ〔またはアスラ

ラ〕（Zurara［Azurara］）の年代記に拠りながら，サハラ以南におけるヨー・ッパ人

とアフリカ人の最初の記録された小ぜり合いを紹介している。

　それによると，コ・ンブスが大西洋を横断するちょうど半世紀前の1441年，ポル

トガルからアンタム・ゴンサルヴェスなる人物の指揮下にr一隻の小さな船」が出航

した。ゴンサルヴェスと乗組員は今日のモ・ソコないしはスペイン領植民地リオ・

デ・オ・の南岸あたりまで乗り込んだが，そのときゴンサルヴェスは，この未知の南

の国の住民を何人か生け捕りにして，主君であるポルトガル王室のエンリケ王子への

土産物とすることを思いつき，黒いムーア人の男女をそれぞれ一名ずつ生け捕りにし

た。また，たまたま海岸にはもう一人のポルトガル人の冒険者がいて，二人はさらに

共同で仕事をすることになり，沿岸の住民を襲撃し，十名の男女と少年，計十二名の

捕虜を一リスボンに連れ帰り，エンリケ王子に献上した（13）。

　もちろん，このような他部族への襲撃や生け捕りといった現象は，人類の長い歴史

の上で珍しいことではなく，奴隷制度そのものも人類の歴史と共に古いわけであるが，
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たとえば未知の土地についての情報を手に入れるために，その土地の住民を生け捕り

にすることから，一歩すすんで奴隷の商品化，つまり利潤の追求のために生け捕りが

行なわれるようになったとき，そこに近代的な奴隷貿易の始まりを見ることができる・

　当時のポルトガルには，すでにムーア人の奴隷が数多く存在したが，市揚はまだま

だ大きく，アフリカ沿岸からのムーア人の積荷が第二便，第三便と運ばれてくると，

ムーア人の生け捕りが割に合う商売であると見られるようになり，数年のうちに奴隷

狩りの遠征隊が派遣されるまでになった。しかしながら間もなくポルトガル人たちは

襲撃よりも交易によるほうが奴隷を入手し易いことを学び，今日のモーリタニアのア

ルギム島を交易の揚として毎年1，000人の奴隷をポルトガル本国に連れ去った。その

50年後，交易がうまく行ったときには，3，500人以上の奴隷その他の商品が入手でき

るようになった，と推定され，rヨー・ッパのアフリカとの奴隷貿易は，その最初の

50年間に，規模において3倍になっていた（14）。」

　とは言え，奴隷貿易はアフリカとの交易の一部でしかなく，またポルトガルとスペ

インの奴隷に対する需要には限りがあり，さらに他のヨー・ッパ諸国には需要は全く

無かった。この時期のイギリスやフランスは奴隷貿易には全く関心を示さず，，西ア

フリカヘのイギリス人の最初の航海，1530年〔1528年？〕のウィリァム・ホーキン

ズ（William　Hawkins）（？一c・1554）の航海は，象牙の積荷を持ち帰り，それに続

く航海でも黄金と象牙と胡椒の取引きが主たる目的であり，偶然に入手した5人の奴

隷は，その後間もなく故国に送り返されている。

　このような事態が続いていたのであれば，ポルトガルとスペインヘの奴隷貿易は次

第に規模も縮小し，やがては消滅していたかも知れなかった。ところが事態は，その

ようにはならなかった。ポルトガル人が奴隷貿易を開始してわずか50、年後，スペイ

ン王室の援助を受けたコ・ンブスが西インド諸島を発見し，いわゆるrエンコミエン

ダ制」（“encomienda”）の名のもとにスペイン人の植民地経僧が開始されるに及んで，

「最初は一滴」（‘‘At　First　a　Trickle”）であった奴隷貿易の流れは，アメリカ新世界

へと向きをかえ，rやがて洪水のごとく」（“And　Thell　a　Flood”），19世紀の半ばまで

の約400年間，アフリカ黒人を奴隷として運び続けることになるのである。

　こうしたアフリカ奴隷貿易も，商取引きの一形態として，需要のあるところに供給が

行なわれるという単純・明快な経済法則に基づいているが，売買できるものなら同じ

人間までも商品化してしまうという，人間存在のおぞましさを示しており，この貿易

の規模の大きさ一犠牲となったアフリカ黒人の数は，控え目に推定しても約5，000

万人（15），奴隷貿易に従事した多数の船舶はポルトガル，スペイン国籍，のちにイギ
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リス，フランス，オランダ，プロシヤ，デ；／マーク，スウェーデン，ブラジル，アメ

リカ国籍と，多岐に亙る一には，我ルの想像を絶するものがあり，これをもって人

類の人類に対する最大の犯罪のひとつであった，と言っても過言ではない。

　さらに，黒人奴隷貿易がイギリスの基幹産業を刺激し，正に産業革命そのものを支

えたものであることは，エリック・ウィリァムズの『資本主義と奴隷制』（Eric　Wii－

liams、C砂癩」∫5形雌45」卿87y）（1944）が実証的に明らかにしているところであり，

また，C・L・Rジェイムズの『黒いジャコバンたち』（C，L．R　J＆mes，ThθBJα盈

1α‘oわ伽5）（1938，’63）によれば，フランスのサン・ドミンゴ〔ハイチ〕植民地経営

がフランス革命の主要な担い手たるブルジョアジーを育てるのに一役買ったとされ，

そのような意味でアフリカ奴隷貿易は世界の歴史の動きに深くかかわっていた，と見

ることができる。

　しかしながら，ここで忘れられてはならないのは，これほどに規模の大きい黒人奴

隷貿易，人類の人類に対する最大の犯罪のひとつが，キリスト教世界の出来事として，

キリスト教の是認もしくは黙認のもとで行なわれた，という事実である。前述したよ

うに，ポルトガル人のゴンサルヴェスが十二名の黒いムーア人の男女をエンリケ王子

に献上したとき，エンリケ王子はこれを大いに喜び，時のローマ教皇に特別使節を送

り，それ以後のアフリカ人襲撃や征服の計画について説明させた。・一マ教皇はそれ

を聞いて，この新しい十字軍を歓迎し，「件の戦に従事することになるすべての人々

に，その凡ゆる罪の完全な赦し」を賜わった，と言われる（16）。つまり，ポルトガル

人たちの手によって始められたアフリカ奴隷貿易は，その最初から法王庁のお墨つき

であったことになり，それ以後のアフリカ奴隷貿易の規模の拡大の経緯に照らして，

キリスト教が，カトリックとプロテスタントの別なく，この貿易に深くかかわった責

めを負わなければならないことは明らかである。

　エリック・ウィリアムズは書いている一一

　教会もまた，奴隷貿易を支持した。スペイン人たちは，その貿易に異教徒を改宗

させる好機を見てとって，イエズス会士，ドミニコ会士，フランシスコ会士たちは，

甘薦栽培，とりも直さず奴隷所有に深くかかわることになった。ニューポートの教

会のひとりの年とった長老の話が伝えられているが，この長老は，海岸から奴隷商

入がやってくると，その次の日曜日にはきまって，「福音伝播の恩恵を受けられる

地に，未開の人間たちの船荷がまた運ばれてきたこと」を神に感謝したものだった。

　　　一教会は，唯々諾々と従うだけだった。福音普及協会は，バルバドス島に所
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有する奴隷たちにキリスト教を教えることを禁止し，新しく入手した奴隷たちに

「協会」と書いた焼印を押し，一般人所有の奴隷たちから区別した。…………多く

の宣教師たちは，ベルゼブルをもってベルゼブルを追い出す〔毒をもって毒を制す

る，ほどの意〕ことをよしとした。奴隷貿易に関して書かれた最新のイギリス人の

著述〔原注：A，Mackenzie－Grieve，丁加五‘魏Y卿5φ’h8E％8Jf5h　SJα∂θT7α4θ

（1941）〕によれば，彼らはr黒人奴隷の虐待を改めさせるには，自らが奴隷と地所

を所有し，このような実際的な方法でプランターたちの魂を救い，その拠って立つ

ところを向上させることにより，プランテイション所有主たちに良い模範を示すの

が最良の策だ」と考えた。西インド諸島のモラヴィア派の宣教師たちは，躊躇せず

に奴隷を所有したし，ある歴史家〔原注：G・R　Wynne〕が見事なまでの心遣い

一をもって書いているが，バプテスト派はその初期の宣教師たちに奴隷所有を非難す

ることを許そうとしなかった。エクセターの主教は最後の最後まで，自分の所有す

る655人の奴隷を手放そうとせず，1833年に手放したときは12，700ポンド以上の

補償金を受け取った。

　クエーカー教徒の非国教主義も奴隷貿易にまでは及ばなかった。1756年，，アフ

リカと交易している会社の社員として84人のクエーカー教徒の名が列挙されてお

り，その中にはバークレー家とベァリング家の名も含まれていた。奴隷の取引きは，

アメリカのクエーカー教徒たち同様，イギリスのクエーカー教徒の最も儲かる投資

のひとつであり，1793年，ボストンからシエラ・レオネに入港したと報じられた

奴隷船の船名r意欲的なるクエーカー」（‘‘ThθW記」魏89襯ゐoプμ）は，奴隷貿易が

クエーカー教徒の仲間内で承認されていた乙とを象徴的に示している。奴隷貿易に

対するクエーカー教徒の反対の声は，先ず専ら，イギリスからではなくアメリカか

ら起こり，それもアメリカの，奴隷労働とは無関係な北部の小農村共同体から起こ

ったのである（17）。

　ところで，スペイン人たちがエスパニョーラ島その他の西インド諸島の島々で征服

と開発を始めたとき，先ず原住民のインディオを奴隷化して，鉱山や農耕のための労

働力として使用したことはよく知られている。それは，1503年の末，スペイン国王

がインディオのキリスト教化の義務とひきかえに，労働力として一定数リィンディオ

を使役する許可を与えた「エンコミエンダ制」に基づくものであるが，結局，エンコ
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ミエンダ制は奴隷制に他ならず，インディオの奴隷化がインディオをキリスト教化さ

せるためという名目上の理由で正当化されただけのことであった。しかしながら，こ

の制度によって聖職者たちも布教に従事する傍ら，インディオの奴隷を使って自ら農

耕や鉱山の経営にあたった。

　後述するように，インディオに代わる労働力として黒人奴隷の導入を勧告したバル

トロメー・デ・ラス・カサス（Bartolom6deLasCasas）（1474－1566）もそのよう

な聖職者のひとりで，1498年に下級聖職位を受けたのち，1502年，ニコラス・デ・

オバンドのエスパニョーラ島遠征に参加し，インディオヘの布教に従事。1507年に

・一マで司祭に叙せられ，エスパニョーラ島に戻り，1513年にはディエゴ・ベラス

ケスのキューバ島征服に従軍司祭として同行したことが認められて，キューバ島にエ

ンコミエンダを与えられ，布教に従事しながら農耕と鉱山の経営に専念している（18）。

　このラス・カサスについて特筆すべきことは，酷使されて次々に死んでいくインデ

ィオの惨状を目のあたりに見て，エンコミエンダ制の撤廃こそがインディオを救う道

であるという認識に達し，1514年には自分の所有するインディオを解放したのち，イ

ンディオの救済のために尽力していることである。ラス・カサスは，インディオの実

情を報告するためにスペイン植民地とスペィン本国の間を何度も往復し，また，1531

年にはエンコミエンダ制と征服戦争の不正を訴える書簡をインディアス枢機会議に送

り，さらに1542年にはインディアスにおけるスペイン人の非道な所業を暴く報告書

をスペイン国王に提出したが，その報告書を印刷したものが『インディアスの破壊に

ついての簡潔な報告』（B7顔ε翻αyθ」αo乞伽4β」αd85∫翅oo∫伽4β」α51％4ゼα3）（1552）

である。

　なお，ラス・カサスは，1550年，バリャドリでインディオの奴隷化の是非をめぐ

って，フワン・ヒネス・デ・セプルベダと大論戦を展開したが，アリストテレスの先

天的奴隷人説（19）に拠ってインディオの奴隷化を是とするセプルベダをむこうに回し

てラス・カサスは，聖書，教会法，ローマ法，アウグスティヌスやトマス・アキナス

などの理論を援用して書き上げた『新世界の住民を弁ずる書』（躍∂粥螂μ彫o伽γθ5

θ∫0α」％賜η伽0γ8ε8θ競％卿初加磁0606㈱％辮7ゆθy’彪ρoJo8彪）を朗読して反論し，堂

堂の論陣を張った。〔因みに，この大論戦に関しては，Lewis　Hanke，！短5’o’」β朋4

♂hθ孟吻吻㈱1堀伽5’孟S’嘱γ伽Rα6θp吻麗砒θ∫π’h8ハ404卿研！07」4（1959）

に詳しい紹介がある。〕

　ところが，インディオを絶滅の危機から救うためにその後半生を捧げたラス・カサ

スにとって，痛恨の極みと言うべきは，のちにラス・カサス自身がその誤ちに気付い
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て撤回したとは言え，1516年に〔1518年頃，とも言われる〕インディオに代わる労

働力として黒人奴隷の導入を勧告したことである。もちろん，すでに述べたように，

ヨー・ッパでは黒人奴隷貿易は始まっていたし，コ・ンブスの大西洋横断の試みが企

てられる以前から黒人奴隷制はアンダルシア地方で成立し，セビリアの町では黒人奴

隷の数も多かったから（20），必ずしもエスパニ日一ラ島への黒人奴隷の導入を最初に

提案したのがラス・カサスであったとは言えない。スペイン本国で黒人奴隷を所有し

ていたスペイン人は，最初は黒人奴隷が輸出禁制品であったにせよ，キリスト教徒の

間で生まれて奴隷化された黒人の持ち出しが勅令で認められるようになってからは，

エスパニョーラ島へ黒人奴隷を同行させた（21）。

　奇妙なことにバジル・デヴィッドソンは，この有名なラス・カサスの勧告には全く

言及していないが，次のように述べている一

　黒人奴隷の貿易は早くも1510年には重要なものになっていた。それ・以前には，

労働力の需要がとくに切実になるたびに散発的な積み出しがあった。エスパニョー

ラ島のオバンドは間もなく，黒人貿易の抑制についてその考えを変えざるを得なく

なっていて，すでに1505年，コ・ンブスが大西洋を横断して13年後には，スペイン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヤラヴエル
の公文書保管所の記録によると，17名の黒人奴隷と若干の鉱山設備を積んだ帆船

がセビリアから出航している。間もなくオバンドは，さらに多くの黒人労働者を求

めている。そして1510年には，大量かつ特殊な形でのアフリカ奴隷貿易の開始が

訪れた。インディアスで売るために最初は50名，つぎには200名の奴隷を輸送し

てよいとする勅令が与えられた。これに続く数年間のうちに，その犠牲者を，隷属

状態にも拘らず配慮はされてよいとされた召使いや屋内奴隷としてではなく，動産

奴隷すなわち勝手気ままに売ってもよいし，売るのが当然である商品として考える

ことが，この貿易の焼印となることになった（22）。，

　従って，アメリカ新世界への黒人奴隷導入の責めをカトリックの司祭，インディオ

のr保護者」ラス・カサスひとりに負わせることは正当ではないが，インディオの奴

隷化同様にアフリカ黒人の奴隷化も正義の法に惇ることに気付いて，黒人奴隷導入の

勧告を撤回したのちも，ラス・カサスが黒人の奴隷化を公然と非難したり，黒人奴隷

の解放を唱えたりした形跡はなく，1544年頃になっても黒人奴隷を所有していたら

しいことから（23），，ラス・カサスがとりわけ，アメリカ黒人たちから激しい呪咀の言

葉を浴びせられることになったのは当然至極である。

　とにかく，このようにして始まった黒人奴隷貿易は，西インド諸島では砂糖が，ア
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メリカ大陸ではタバコと綿花がプランテイションで生産されるようになるに及んで，

その規模を拡大し，黒人奴隷制が確立する。r黒人奴隷制の起源は，カリブ海諸島では

砂糖，大陸においてはタバコと綿花という三語で言い表わすことができる。経済構造

の変化は，それに応じた労働力供給上の変化を生み出す。基本的な事実は，『搾取関

係の社会的，経済的下部構造の創出』である。砂糖，タバコそして綿花は，大プラン

テイションと大量の低廉な労働力を必要とした。もと年期奉公人の白人の小農揚は，

どうにも存続できなくなった。バルバドスの小農揚のタバコは，大プランテイション

の砂糖にとって代わられた。カリブ海諸島における砂糖業の勃興は，小農揚主の大々

的な没落の合図であった。バルバドスには1645年に，11，200人の白人の小農および，

5，680人の黒人奴隷がいた。それが1667年には，745人の大プランテイション所有主

と82，023人の奴隷が存在するようになっていた（24）。」人類が砂糖の味を楽しむように

なったとき，その砂糖は黒人奴隷たちの苦役によって作り出されていたのであって，

砂糖の甘さには黒人奴隷たちの血のまじった汗の苦さがまじっていたはずである。エ

リック・ウィリァムズは続けて言う一一

　黒人奴隷制はカリブ海諸島の全域にわたる社会構造を黒一色にしたが，その間，

黒人奴隷の血は大西洋とその両岸を赤く染めた。砂糖のようにかくも甘く，人間の

生存にとって必要な物品が，これほどの犯罪と流血をひき起こすことになったとは，

なんとも奇妙！（25）

　さて，ポルトガル人の手によって始められ，スペイン人の手に移された黒人奴隷貿

易は，やがてイギリス人の手に継承されて，アメリカ大陸に成立したイギリス植民地

に黒人奴隷制が根付くことになる。その植民地が1776年にイギリス本国からの独立

を宣言したとき，獲得された自由は黒人奴隷たちには及ばなかった。「自由の国」ア

メリカはr不自由〔強制〕労働」を基礎とする黒人奴隷制をかかえたまま，矛盾のう

ちに建国されたことになり，さらにその時、藍で黒人奴隷貿易を直ちに中止することも

できなかった。アメリカ憲法，第一条，第九節，一項には，r現在の各州中の一つが入

国を適当と認める人々の来住および輸入にっき，連邦議会は1808年以前においてこ

れを禁止することはできない。しかし，その輸入に対しては一人に対し十ドルを超え

ない租税もしくは入国税を課することができる」とあるが，要するに一種の時限立法

と・して，一人につき十ドルの税金を払いさえすれば，1808年までは，誰でも合法的

に黒人奴隷を輸入してよい，ということであり，また，1808年以後も黒人奴隷の密

輸入が行なわれた可能性は否定できない。
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　一般的にアメリカの独立戦争はrアメリカ革命」（“the　American　Revolution”）と

呼ばれるが，アメリカ建国が一種の革命であったとして，その革命が未解決のままに

残した矛盾，黒人奴隷制の解決のためにはアメリカは第二の革命，すなわち南北戦争

を必要とした。この南北戦争に先立って，19世紀のアメリカでは1830年代あたりか

ら奴隷制反対運動の気運の高まりが見られる。その気運をいやが上にも高めるのに役

立ったものとして記憶されるのは，デイヴィッド・ウォーヵ一（David　Walker）（1785

－1830）の『ウォーカーの訴え』（1ン％」舵ゲ3オρρθα’）と題するパンフレット（1829）

である。このパンフレットは，恐らく南北戦争以前にアメリカ黒人の手によって書か

れた最も激烈な奴隷制批判の文書であろうが，その中でウォーカーは，アメリカ新世

界への黒人奴隷導入を提案して，黒人奴隷制成立の道を開いたラス・カサスを手きび

しく非難して，次のように言っている一

　キリスト教世界にはよく知られていることであるが，かの名だたる食欲家のカト

リック司祭もしくは説教者，コ・ンブスの第二回航海に同行した冒険者バーソ・ミ

ュー バルト・メー〕・ラス・カサスは，エスパニョーラ島の同国人たるスペイン

人たちに，金や銀を掘らせ，そのプランテイションを耕させるためにアフリカのポ

ルトガル植民地から黒人を輸入してはどうか，と提案した。そしてその提案を実行

に移すためにラス・カサスはエスパニョーラ島からスペインに船でもどり，その当

時，健康が衰え出していた主君のファーディナンド〔フェルナンド〕にこの提案を

開陳した。

　ファーディナンドはその提案に耳を傾けたが，その後，間もなく死亡し，その計

画は後継者チャールズ〔カール〕五世の手に引き継がれた。一この卑劣漢（r説

教者，ラス・カサス」）はその抑圧の計画に見事に成功して，1503年，最初の黒人

が新世界に輸入されたのであった。この成功に有頂天となり，あさましい食欲のみ

に駆られ・てラス・カサスは，1511年，フランダースの一商人が一度に4，000人の黒

1人を輸入する許可を賜わるよう，チャールズ五世に懇願した。かくして，我々共通

の主であるイエス・キリストの福音の似非説教者の手によって我々黒人の悲惨がア

メリカで始まった一そして，その悲惨が1503年から1829年の今日まで続いてい

るのだ。実に326年の期問。だが，1620年〔正しくは，1619年〕一我々の先祖

の20名がオランダの軍艦でヴァージニア州のジェイムズタウンに持ち込まれて，・

まるで獣のように最高の入札者どもに売りとばされてからは，209年。さらに，圧

制者どもが我々の悲惨な状態を万物の終わりの時まで，自分たちとその子孫の支配
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下に永続させようと望んでいることに，わたしはなんの疑いをも持たない。しかし，

その圧制者どもが大きな思い違いをしているのでないのなら，それは神に忘れ去ら

れてしまっているからであろう（26）。

　たしかにラス・カサスは新世界におけるスペイン人たちの征服を，被征服者の立揚

に立って捉え直すことのできた人ではあった。しかし，それにも拘らず我々が驚かさ

れるのは，インディオに代わって奴隷化された黒人たちに対するラス・カサスの信じ

難いほどの冷淡さである。ラス・カサスの黒人奴隷導入の勧告にしても，自らエンコ

ミエンダの経営にあたったラス・カサスが，アフリカ黒人の体力のみがエスパニョー

ラ島の灼熱の太陽のもとでの苦役に耐え得るものであることをその目で見た，実際的

な体験が教えたという解釈が成り立たぬでもない。しかしながら，黒人奴隷に対する

ラス・カサスの異常なまでの冷淡さは，イスヲム化したムーア人と同一視されるよう

になったアフリカ黒人に対するラス・カサスの，そして当時のスペイン人一般の抜き

難い憎悪の念によってしか説明し得ないのではないか。

　アメリカの歴史家ジ日一ジ・バンクロフト（George　Bancroft）（1800－1891）は夙

に，黒人奴隷制の成立を西ヨー・ッパにおける700年以上に及ぶキリスト教とイスラ

ム教の対峙・抗争という文脈の中で捉え，キリスト教徒がイスラム教徒を捕えて奴隷

化し，イスラム教徒がキリスト教徒を捕えて奴隷化した，その相互奴隷化の延長線上

に生起した出来事であった，としている（27）。また，1967年にピューリッッァー賞を

受賞した『西欧文化における奴隷制の問題』ThθP70δ」粥げSJα∂8型∫％PVθε’θ惚

C麗」∫曜θ）（1966）の著者デイヴィッド・ブライオン・デイヴィス（DavidBrionpavis）

は，同書の中で，インディオとアフリカ黒人に対するラス・カサスの対応に見られる

矛盾を指摘したあと，次のように書いている一

　スペィン政府とポルトガル政府のくるくる変わる政策にも，インディオと黒人に

関する似たような二重の基準が露呈されているが，それは部分的にはアフリカ黒人
コ　　の　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　じ　　　　　ロ　　リ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　の　　の　　し　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　じ　　ロ　　じ　　　　　　　　　　　　

をムーアと結びつけて考え，かくしてアフリカ黒人を脅威的な不信仰者とする伝統
　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

的な傾向に由来した（28）。〔傍点は筆者〕

　周知のように西ヨーロッパ世界が大航海時代の幕開けを迎えたとき，イベリア半島

ではスペイン入の国土回復の悲願，「レコンキスタ」（‘『la　Reconquistaつ（A・D，711

－1492）がその大詰を迎えようとしていた。奇しくもコ・ンブスがその第一回目の航

海でサン・サルバドール〔グァナハニ〕島に到達した年の前年〔1491年〕，イスラム
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教徒の最後の拠点グラナダは，カトリック両王フェルナンドとイサベルの軍門に降り，

翌年1月にイスラム王朝最後の国王ボアブディルはアルアンブラ城を明け渡した。両

者の間の交渉でまとめられた降伏条項はイスラム教徒にとってかなり寛大なものであ

ったと言われるが，1500年にはグラナダー帯にイスラム教徒の暴動が発生し，1502年

の2月，イスラム教徒の追放令が発布されて，300万人とも言われるムーア人たちが

イベリア半島を追われ，やむを得ず留まり，キリスト教への改宗を拒否した者や，両

親と共に出国することを禁じられた子供たちはキリスト教徒の奴隷とされた（29）。

　つまり，キリスト教徒によるイスラム教徒の奴隷化は，多年にわたるイスラム教徒

のイベリア支配に対するスペイン人たちの報復行為に他ならず，アフリカ大陸のイス

ラム化が進行する中で，イスラム支配に対するスペイン人の憎悪がアフリカ黒人全体

に向けられるようになったことは想像に難くないところであり，新世界に進出したス

ペイン人たちが，いわば不倶戴天の敵ムーア人と同一視されるようになったアフリカ

黒人を奴隷化することに，いささかの良心の呵責も感ずることがなかったとしても無

理はない。

　しかしながら，聖書の世界に通暁しているはずのカトリックの司祭ラス・カサスや

同時代のスペインの聖職者たちが，この小論の第一部で紹介したようなアフリカ黒人

に対する主なる神の経編を故意1ヒか，あるいは偶然にか全く顧慮していないことに我

我は，ただただ呆れ返るほかはなく，第一義的には経済問題の現象とされる黒人奴隷

制の成立が，宗教抗争のはざまでキリスト教世界が聖書を忘れて犯すことになった最

大の犯罪のひとつでもあることが明らかになるのである。

3

　一見，話がとぶようであるが，この小論の結びとして，1960年代のアメリカのい

わゆる「ブラック・パワー」（‘‘Black　Power”）の高まりの中でその存在が注目され

るようになったrブラック・マズリムズ」（“theBlack　Muslims’）の運動について

言及しておきたい。この運動については未だに謎とされている部分が多いが，そもそ

もこの運動の創始者とされる人物にしてからが殆どその素姓がわからず，1930年の

真夏，デト・イトの黒人地区に忽然と姿を現わした（30）。この人物は愛想のよい行商

人で，アラブ人と考えられていたらしいが，デト・イトの黒人たちの家々に喜び迎え

られて，請われるままに外国暮らしの経験などについて話しているうちに，聖書をテ

キストに使ってキリスト教ではなく，アジアやアフリカの黒人たちの宗教について教
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えるようになった。つまり，聖書が『コーラン』への導入教材として用い、られた。

　やがて「ファラッド・モハマソド」（FarradMohammad），「F・モハマッド・アリ」

（E　Mohammad　Ali），rW・D・ファード」（W，D、Fard）とも自称するこの人物の

教えは，白人種に対する激しい呪咀となり，それを聞いた黒人たちは一種の宗教的カ

タルシスをおぼえて，その教えに帰依し，信徒となり，集会所はrイスラムの寺院」

（“Templc　of　Islam”）と呼ばれるようになった。これが「，ブラック・マズリムズ」

の誕生の由来である。

　こうして始まったこの運動のごく初期から役員をつとめた人のひとりがエライジ

ャ・ムハマッド〔本来の姓はプール〕（Elijah　Muhammad［Poole］）（1897－1975）で，

1934年の6月頃，出現したときと同様，忽然と教祖が姿を消したあと，衣鉢を継い

だエライジャ・ムハマッドはアメリカ黒人の問に，街頭での勧誘，文書伝道，ラジオ

放送などを通じて，大衆運動としてのブラック・マズリムズを盛り上げ，1960年の

時点でアメリカ全土に69の寺院と会員数10万人を擁する組織にまで発展させた。そ

の後，エライジャ・ムハマッドの片腕と見られていたマルヵム・X（Malcolm　X）

（1925－1965）がムハマッドと対立し，1965年の2月に暗殺され，ムハマッドも1975

年に死亡すると，この運動は四分五裂となった（31）。

　なお，1960年代にrブラック・パワー」のスポークスマンのひとりに擬せられ・た

観のあるアメリカの黒人作家ジェイムズ・ボールドゥィン（James　Baldwin）（1924一

　　）は，1961年の夏，シカゴでエライジャ・ムハマッドから食事に招かれ，そのと

きの会見の模様をエソセイ集『次は火だ』（Tho　F加2〉θκ’丁吻θ）（1963）の中で書

いている。ボールドウィンは，聖書の神が結局はr白い」神であったのではないか，

という深刻な疑念を捨てきれずにキリスト教に入信した人であるだけに，r白い」神

に見捨てられたままになっている黒人種を救い得るのは「黒い」神アラーを措いて他

にないとするブラック・マズリムズの主張に，なにがしかの共感を示し，その激しい

白人憎悪にはナチズムを思わせる危険性を感じながらも，rわたしは彼〔エライジャ・

ムハマッド〕に強い親近感をおぼえた。そして実際，彼を証人として，盟友として，

父親として愛し，敬うことができたら，と思った」と言っている（32）。

　ブラック・マズリムズがその究極的な目標としたところは，アメリカ国内に黒人だ

けの国家を樹立することにある，とされたが，そのような目標が非現実的であるにせ

よ，キリスト教を抑圧的な白人種の宗教として断固，拒否し，白人種を白い悪魔と呼

ぴ，白人支配は1913年もしくは1914年に終わったと宣言して渾らなかったその戦闘

性には侮り難いものがあると感じたアメリカ人は，少なくなかったと思われる。
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　宗教組織としてのブラック・マズリムズは，正統的なイスラム教の立場からは異端

的な教派ということになろうが，アメリカ黒人の心情に強く訴えるものを持っていた

点から言えば，アメリカの歴史の中で形を変えて繰り返し登揚してくる黒い民族主義

の波のひとっと見ることができる（33）。そして，その激しい白人憎悪と人種主義は，

白人優位の原則をふりかざす狂信的な白人たちの黒人蔑視と人種主義をそっくり裏返

したものであることも注目されてよい。

　このようなブラック・マズリムズを無知なアメリカ黒人たちの間に生じ存一過性の

病的な現象として片付けることも，あるいは可能かも知れない。しかしながら，押し

つけられたキリスト教を自らの宗教として捉え直したアメリカ黒人が存在するその一

方で，キリスト教に絶望し，愛想をつかして，アラーの神を黒人種の神として選ぼう

とする人々のあることは，黒人奴隷制の成立に手を貸し，数百年に亙る黒人差別のイ

デオ・一グになり果てたr白い」キリスト教に深刻な反省と徹底的な悔い改めを迫る

ものではなかろうか。
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